
長野県スポーツ推進計画 主な施策（案） 

基本目標１ 子どもの運動・スポーツ機会の充実 

●幼児期からの子どもの体力向上方策の推進 

●学校体育・運動部活動等の充実 

●子どもを取り巻くスポーツ環境の充実 

 
 

・運動遊びを通じて、体を使った

遊びが好きな子どもが増え、運

動遊びが楽しいものだと感じて

いる。 
 

・体育学習を通じて、運動を楽

しむ資質や能力を高め、運動す

る楽しみや喜びを実感している。 
 

・中学校の運動部活動が適切

に行われ、部活動を通じてス

ポーツの楽しさや喜びを味わい、

より豊かな学校生活を送ること

ができている。 
 

・障がいの有無にかかわらず、

子どもたちが一緒に運動遊びを

楽しんでいる。 

10年後の目指す姿（主なもの） 

○幼児期からの運動の習慣化 
 

○「長野県版運動プログラム」の普及 
 

○運動の楽しさが実感できる体育授業づ

くり 
 

    部員数減少等に対応した運動部活動

の体制支援 
 

   多様な子どもの受け皿となるスポーツ

少年団や総合型地域スポーツクラブ等の

充実 
 

○障がいのある児童生徒とない児童生

徒の運動交流 

主な施策（案） 

 

  ◆国体・全スポの機運を活用した運動好きな子どもの増加と体力・運動能力 

   の底上げ 
 

  ◆運動の楽しさを知ることによる競技スポーツへの誘導 
 

  ◆全スポ開催を契機とした子どもや保護者の障がい理解の促進 

主な施策のうち国体・全スポ関連 

基本目標２ 生涯を通じたスポーツ機会の充実 

●ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 

●地域のスポーツ環境の整備 

●スポーツによる健康長寿社会の実現 

 
 

・育児や仕事の合間や休日等

の余暇を有効に使い、家族や

仲間とスポーツ活動を楽しみ、

心身の健康を保っている。 
 

・地域のプロスポーツチームの

試合観戦や県内で開催される

各種スポーツ大会の応援など

に参加し、みるスポーツの楽し

さを実感している。また、スポー

ツボランティアとして大会開催

や運営に協力し、地域のスポー

ツ振興に貢献している。 
 

・総合型地域スポーツクラブな

どへの参加が増え、地域のス

ポーツを支える人材や指導者

候補者が地域で育っている。 

 

○軽運動やニュースポーツ等気軽にでき

る運動・スポーツの普及 
 

   女性向けスポーツ機会の拡充 
 

○世界大会や全国大会の観戦によるス

ポーツ実施意欲の向上 
 

○スポーツボランティアの活動機会の充

実 
 

○総合型地域スポーツクラブの自立的運

営支援 
 

  県立武道館を核とした武道振興 
 

  働き盛り世代の運動機会の拡充 
 

○障がい者のスポーツ参加機会の充実 

 

  ◆「するスポーツ」の他、スポーツ観戦やスポーツボランティア参加等による 

   「みるスポーツ」「ささえるスポーツ」の習慣化 
 

  ◆国体・全スポ開催後の地域スポーツの拠点となる競技施設の整備 
 

  ◆障がいのある人とない人が一緒にスポーツを行える場を拡大する等、スポ 

   ーツを通じたインクルーシブな社会づくりを推進 

基本目標３ 全国や世界で活躍する選手の育成 

●選手の育成強化、指導者養成による競技力向上 

●スポーツ界の好循環の創出 

 
 

・全国や国際舞台で活躍する可

能性のある選手を発掘する体

制が整備されている。 
 

・ICTや最先端スポーツ医・科学

を利用したトレーニングが一般

競技団体間に普及し、より効果

的・効率的な選手育成が図られ

ている。 
 

・社会人競技者として地域や企

業に支えられながら、夢に向

かって競技を続けている。また、

競技引退後には、トップアス

リートの経験や技術を活用する

仕組みができている。 

 

○競技団体との連携による選手育成強

化 
 

  小・中学校と連携した運動能力の高い

子どもの発掘体制整備 
 

  ＳＷＡＮプロジェクトの一部プログラム

を他競技選手に拡大 
 

○一貫指導体制によるジュニア世代から

の選手強化 
 

  女性アスリート支援 
 

○大学・企業等との連携による総合的強

化拠点の整備 
 

○県内を拠点として競技活動を続けるア

スリートの就職支援 

 

  ◆本大会での活躍を目指す「競技力向上基本計画」の策定 
 

  ◆本大会後も成績を維持できる選手育成強化体制の整備 
 

  ◆本県の競技力向上にもつながる国体・全スポ指導員・競技審判員の養成 

基本目標４ スポーツの持つ多面性の活用 

●スポーツイベント・大会等を活用した地域の活性化 

●長野県の特色を活かしたスポーツツーリズムの推進 

●スポーツを通じた人々の交流促進 

 
 

・スポーツ大会やスポーツイベ

ントを通じて、県内外・国内外関

わらず様々な地域間の交流が

盛んになっている。 
 

・山岳スポーツやウィンタース

ポーツなどの長野県ならではの

魅力あふれるスポーツを楽しむ

ために日本全国・世界各地から

観光客が訪れている。 

○既存の地域資源との融合等、特色ある

スポーツイベントの開催 
 

○「長野県スポーツコミッション」を核とし

た事前合宿誘致・観光振興・地域経済の

活性化 

 

  ◆競技開催地における地域資源の魅力発信による地域活性化 

基本目標５ 第82回国民体育大会及び第27回全国障害者 

スポーツ大会の開催に向けた取組 

大会開催準備 ・準備委員会による国体開催基本方針等に基づく計画的な

準備 

スポーツ課 

主な施策（案） 主な施策（案） 

主な施策（案） 

＜参考＞  長野県スポーツ推進計画 基本構成

はじめに 

１ 計画策定の趣旨    ２ 計画の位置付け    ３ 計画期間 

第１章 10年後の目指す姿 

１．幼稚園・保育園～小学生   ２．中学生・高校生    ３．大学生～20・30代 

４．40～50代     ５．60代～ 

６．競技スポーツ   ７． スポーツの持つ多面性の活用 

第２章 計画の基本目標と施策の展開 

＜記載事項＞ 

 ①目指す姿  ②「目指す姿」の理由  ③現状（目指す姿とのギャップ） 

 ④施策の方向性 

＜記載事項＞ 

 ①具体的施策内容  ②５年間の年次計画  ③達成目標 

第３章 施策推進体制 

10年後の目指す姿（主なもの） 10年後の目指す姿（主なもの） 

10年後の目指す姿（主なもの） 

＜計画期間  平成30（2018）年～34（2022）年＞ 

新 

新 

新 

新 

新 

新 

新 

新 

主な施策のうち国体・全スポ関連 主な施策のうち国体・全スポ関連 

主な施策のうち国体・全スポ関連 


